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今
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紙
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東
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・
江
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信
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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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佐
賀
大
学
医
学
部

血
液
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吸
器
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腫
瘍
内
科

木
村
晋
也
教
授

きむらしんや 1986年自治医科大

学卒業、８年間のへき地勤務の

後、オーストラリア、ドイツなど

の留学を経て、2009年から現職で

ある佐賀大学医学部血液・呼吸器

・腫瘍内科教授。専門は、白血病。
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